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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞

・H29年度　第7回　院内研修を下記の日程で実施します。
日時：　12月　14日（木）、15日（金）17:30～18:30
場所：メモリアルホール
テーマ：｢事故発生時の報告と記録について考える｣
講師： 藤原　香織
　
当日の出欠予定の記入を各自でお願い致します。
ＷIZの書類フォルダー⇒教育委員会⇒平成29年度⇒院内研修⇒第7回院内研修⇒出欠表
※名前のない方は名前を出欠表へ入力し、出欠予定を記入して下さい。
※資料は配布しませんので、各自筆記用具を持参して下さい。
・佐々木AOMより～インフルエンザなどの感染症が流行する時期となっている為、各

自、感染対策や自己管理を徹底してください。
＜利用者様情報＞

デイケア

・佐々木理佳様～昨日、訪問看護より情報提供がある。デイケアに行きたくないと話しており、話をする人がいないことや他メンバーから”デイケアにいると年単位でやめることができない”等と聞いたことが原因であるようだとのこと。明日は来所予定であるため、デイケアについて再度説明をしていく。就労についても話していたとのことだが、昨日のデイケアではその点に関して不服な様子がうかがえた。本人の思いを尊重しながら、就労に段階的に取り組んでいくことができるように、目標の再設定や治療環境の大切さを伝えていく。
・櫻川　貞二様～本日、診察後に来所予定であったが時間になっても来所しない為、本人の携帯に連絡すると自宅にいる。本日来所予定ではなかったか尋ねると、欠席の連絡を入れ忘れたと話している。欠席理由は、「調子が悪くて。気分ですね。大丈夫です」と話している。欠席する際は連絡を入れてほしいことを伝え電話を終えている。
・清水　泰雅様～11/22のベル・エポック見学について内容について確認している。特定相談員と共にベル・エポック内のクリーニングや厨房の様子を見学してきたとの事で就労に関しては今すぐではなくもう少し待って考えたいと話している。今回の見学では希望するような内容ではなくパン作りには興味があること、今後金銭面で両親からの援助が得られなくなる可能性があるため就労について考えていきたいと話している。
・松倉　健一様～最近の状況について、八戸赤十字病院受診をしていないことや薬の服薬も拒否していることから、八戸赤十字病院連携室に情報提供を行っている。情報提供の内容は、八戸赤十字病院の受診に対してを強い拒否があり連れて行くことができないこと。服薬に関しても拒否をしていること。最近のデイケアでの出席に関しては、朝準備するのが遅いことと、家を出てからも、立ち止まり、違う方向に歩いていくなどがありデイケアに来る時間も遅くなっていること等姉様からの情報も含めて伝えている。
・寺地　啓喜様～昼食後、廊下で歩行運動中に突然大声で「知らないよ！」と叫び、風呂場の入口壁に拳を振り上げている。スタッフが声掛けすると、ハッとした表情になり自身の言動に気が付いたように見える。その後は暫く独語をしながらウォーキングを続けている。その後は風呂場の入り口に横になり両手を上げて独語聞かれまた、その後のプログラムは参加せず、廊下で座ったり歩いたりしている。終了時本日の感想を尋ねられると「今日は幻聴が酷くて。でも、今は大丈夫です」と穏やかな表情で答えている。
・久慈　邦夫様～架電があり、「49日も何とか終わりました。来週から予定してましたが、残務整理もあり、12月4日から行きたいと思っています。」との事。体調について伺うと不調なく大丈夫と活気ある声で話している。無理をしないようにし、何かあったら連絡をするように伝えている。

デイナイトケア
・吉田　富秋様～昨日、八戸市民病院受診し、CT撮影を実施し極度の便秘との診断があり、点滴療法を行い、グリセリン浣腸が処方され帰荘したとのこと。次回来所時には体調と排便状況を確認していく。
・倉橋　生子様～本日も、来所時より多弁気味に話すことや特定スタッフを追いかけ、「昨日はごめんなさい」と話すこと見られている。また、「今日から静かにする」と話しており、毎日”今日から”と言っていることを振り返り、約束を守ることの大切さを改めて伝えている。また、手に石鹸を付けたまま歩き回っている為、介入している。今後も他者トラブルに注意していく。
ナイトケア
・下妻　康貴様～プログラム中、目を閉じていることがしばしば見られてる。眠そうであることを伝えると携帯電話を見せ、中居美津子様から昨日何度も電話があったことを話している。「出ないようにしてるけど、時々こうやって何回も電話かけてくることがある」「俺にも好みがある」と話されている。今後も話を傾聴し、適宜声掛けを行っていく。

